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多
様
な
業
種
で
構
成

「日刊工業新聞創刊 周年記念シンポ
ジウム」（日刊工業新聞社共催）では
高原中小企業庁長官が講演 昨年 月

技
術
や
経
営
分
野
テ
ー
マ
に
勉
強
会

昨
年
５
月
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施

　

　

　
近
年
、
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
で

は
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
た
形
で
の
広
域
間

交
流
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
会
員
か
ら
「
他
の
地
域
の

経
営
者
と
交
流
を
深
め
た
い
」
と

い
う
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
受
け
た
活
動
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
度
は
、
長
野
、
新

潟
、
山
形
地
域
で
交
流
事
業
を
行

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
長
野
視
察

は
、
埼
玉
、
群
馬
、
新
潟
の
各
産

業
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
昨
年
６
月

、

の
両
日
実
施

し
た
。
初
日
は
長
野
市
の
日
本
機

材
を
訪
問
し
工
場
を
見
学
。
製
造

業
の
経
営
者
ら
約

人
が
参
加
し

た
。
夜
に
は
、
市
内
ホ
テ
ル
で
長

野
県
内
の
経
営
者
ら

人
と
懇
親

会
を
行
っ
た
。
翌

日
に
は
、
須

坂
市
の
オ
リ
オ
ン
機
械
本
社
工
場

を
訪
問
し
た
。

　

月
に
は
、
恒
例
と
な
っ
た
新

潟
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
の

第
３
弾
第
３
回
新
潟
モ
ノ
づ
く

り
ツ
ア
ー
を

、
日
の
２
日
間

の
日
程
で
実
施
し
た
。
今
回
は
東

京
地
域
以
外
に
、
東
北
地
方
の
３

産
業
人
ク
ラ
ブ

福
島
、宮
城
、い

わ
き

と
埼
玉
、
群
馬
な
ど
の
関

東
地
方
の
ク
ラ
ブ
会
員
も
参
加
す

る
広
域
連
携
企
画
と
な
り
、
ツ
ア

ー
初
日
に
は
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

の
会
長
企
業
の
ク
ボ
製
作
所
を
訪

問
し
た
ほ
か
、
高
級
ヨ
ー
グ
ル
ト

製
造
の
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
で

東
京
証
券
取
引
所
１
部
上
場
の
ダ

イ
ニ
チ
工
業
を
訪
問
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
で

は
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
芝
浦
工

業
大
学
、
日
刊
工
業
新
聞
社
と
共

催
で
昨
年
９
月

日
に
、
芝
浦
工

大
芝
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
羽
田
空
港
の

時
間
国
際

線
就
航
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

な
る
か
」
を
開
い
た
。
こ
れ
は
、

昨
年

月
末
か
ら
羽
田
空
港
が

時
間
化
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
行
っ

た
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、
羽
田
空
港

の
お
膝
元
で
町
工
場
が
集
積
し
て

い
る
城
南
地
域
の
製
造
業
の
未
来

と
空
港
の
国
際
化
の
関
係
を
考
え

る
狙
い
で
実
施
し
た
。
製
造
業
関

係
者
や
自
治
体
関
係
者
ら
約
１
０

０
人
が
参
加
し
た
。
日
本
政
策
投

資
銀
行
地
域
企
画
部
地
域
振
興
グ

ル
ー
プ
参
事
役
の
藻
谷
浩
介
氏
が

基
調
講
演
し
た
ほ
か
、
３
人
の
識

者
が
、
国
の
政
策
、
中
小
企
業
、

産
業
デ
ザ
イ
ン
、
観
光
活
性
化
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
講
演

後
に
は
、
都
内
に
本
社
を
置

く
中
小
企
業
経
営
者
４
人
が

パ
ネ
ル
討
論
を
展
開
し
た
。

　

月

日
に
は
日
本
産
業

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
日
刊
工

業
新
聞
社
が
共
催
し
た
「
日

刊
工
業
新
聞
創
刊

周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加

し
た
。大
成
プ
ラ
ス
東
京
都

中
央
区

の
成
富
正
徳
社
長
に
よ

る
基
調
講
演
、
中
小
企
業
庁
の
高

原
一
郎
長
官
に
よ
る
記
念
講
演
の

ほ
か
若
手
経
営
者
５
人
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
不
況
に
克
つ
！
日

本
の
中
小
企
業
の
底
力

を
実
施

し
た
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
今

後
も
引
き
続
き
従
来
の
活
動
を
活

発
化
さ
せ
な
が
ら
、
各
支
部
間
と

他
地
域
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
事
業
を
強
化
し
て
い
く
。
ま

た
、
日
本
の
製
造
業
復
権
を
目
指

し
て
若
手
経
営
者
と
の
意
見
交
換

会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
計

画
も
考
え
て
い
る
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

千
野
俊

猛
会
長

日
刊
工
業
新
聞
社
相
談

役

は
、
１
９
５
５
年

月
に
発

足
し
た
「
日
本
工
業
会
」
を
前
身

と
す
る
。
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
「
工
業
人
ク
ラ

ブ
」
の
設
立
よ
り
さ
ら
に
早
い
。

日
本
工
業
会
は
、
日
刊
工
業
新
聞

社
本
社
が
中
心
と
な
っ
て
１
０
０

社
を
超
え
る
中
堅
・
中
小
企
業
経

営
者
が
集
ま
っ
て
立
ち
上
げ
た
。

以
来
、
一
貫
し
て
中
堅
・
中
小
企

業
経
営
者
の
親
睦
を
深
め
る
た
め

の
組
織
と
し
て
、
勉
強
会
、
研
究

会
を
は
じ
め
見
学
会
、
海
外
視

察
、
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
の
各
種
懇

親
会
を
通
じ
て
情
報
の
交
換
を
行

っ
て
き
た
。◇

　
　
◇

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
現

在
約
２
０
０
社
で
、
全
国
の
産
業

人
ク
ラ
ブ
組
織
の
中
で
は
埼
玉
産

業
人
ク
ラ
ブ
に
次
い
で
２
番
目
の

会
員
規
模
。
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

の
特
徴
は
、
他
の
産
業
人
ク
ラ
ブ

が
製
造
業
経
営
者
を
大
半
と
し
て

人
員
構
成
を
し
て
い
る
の
と
は
異

な
り
、
製
造
業
を
中
心
と
し
な
が

ら
も
金
融
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
多

様
な
業
種
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
女
性
経
営
者
約

人
が
加
入
す
る
女
性
部
会
も
全
国

に
先
駆
け
て
展
開
す
る
な
ど
複
合

的
な
交
流
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
女
性
部
会
を
含
め
て
五
つ

の
支
部
組
織
を
持
つ
の
も
他
の
ク

ラ
ブ
と
異
な
る
特
徴
と
言
え
る
。

日
刊
工
業
新
聞
社
は
都
内
を
東
西

南
北
に
分
け
、
各
エ
リ
ア
に
支
局

を
配
置
し
て
い
る
。
東
京
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
支
部
は
都
内
４
支
局
が

事
務
局
を
務
め
て
お
り
、
エ
リ
ア

ご
と
に
東
東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会

事
務
局

東
東
京
支
局

、

多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ

事
務
局

西
東
京
支
局

、
東
京
産
学
交
流

会
事
務
局

南
東
京
支
局
、
城

北
産
業
人
ク
ラ
ブ

事
務
局

北

東
京
支
局

を
運
営
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
支
部
組
織
に
本
体

が
運
営
す
る
女
性
部
会
を
含
め
た

組
織
体
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
東
京
産
学
交
流
会
は
産

学
連
携
組
織
で
、
定
例
会
合
と
し

て
外
部
の
講
師
を
招
い
た
セ
ミ
ナ

ー
や
見
学
会
を
実
施
し
、
会
員
企

業
が
最
新
の
技
術
・
研
究
動
向
を

把
握
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
「
モ
ノ

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
て
産
学
の
垣
根
を
越
え
た
研

究
を
進
め
て
い
る
。
多
摩
産
業
人

ク
ラ
ブ
は
、
２
０
１
０
年

月
に

立
ち
上
が
っ
た
新
組
織
で
、
多
摩

地
域
に
本
社
を
構
え
る
中
堅
・
中

小
製
造
業
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し

て
い
る
。
会
員
は
平
均
年
齢

歳
。
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
平
均

年
齢

歳
に
次
ぐ
若
手
集
団
。
明

日
の
多
摩
地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
を

支
え
る
若
手
経
営
者
、
次
期
経
営

者
で
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　
一
方
、
女
性
部
会
は
２
カ
月
に

１
回
、
偶
数
月
の
第
１
水
曜
日
の

夜
に
実
施
。
女
性
経
営
者
の
地
位

向
上
と
経
営
者
の
資
質
向
上
を
目

的
に
、
毎
回
著
名
な
経
営
者
や
評

論
家
、
有
力
国
会
議
員
ら
政
治
、

経
済
、文
化
の
各
分
野
で
活
躍
す

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
人
物
を

講
師
に
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
。

講
演
終
了
後
に
は
、会
員
か
ら
積

極
的
な
質
問
や
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
時
に
は
講
演
時
間
以
上
に
質

疑
応
答
の
時
間
が
割
か
れ
る
な
ど

毎
回
充
実
し
た
会
合
と
な
る
。

会長インタビュー

千野俊猛（日刊工業新聞社相談役）

必
要
な
の
は
情
報
の
捌
き
方

　
―
異
業
種
交
流
会
が
再
び
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
現
在
、産
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
大
変
困
難
で
不
透
明

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
制
約
、中
国
ア
ジ

ア
の
台
頭
、
ネ
ッ
ト
化
の
進
展

に
よ
り
、も
は
や
予
定
調
和

の
時
代
は
終
焉
し
た
と
言
え

え
ん

し
ゅ
う

ま
す
。
何
が
起
こ
っ
て
も
不
思

議
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
起
こ
り
得
る
時
代
で

す
。こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、企

業
経
営
を
進
め
て
い
く
に
あ
た

っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
素
早
く

変
化
の
実
態
を
捉
え
、
正
確
に

分
析
し
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に

必
要
な
の
は
情
報
の
捌
き
方

さ
ば

で
す
。
氾
濫
す
る
情
報
の
中
か

ら
正
し
い
も
の
を
選
択
し
、
必

要
な
情
報
は
自
ら
獲
得
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
便
利
な
情
報
収
集
の

手
段
で
あ
り
、
使
い
こ
な
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
が
、
使
わ
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
私
は
、
真
の

意
味
で
の
情
報
は

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー

に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
定
の
方
向
性
を
持
っ
た

人
た
ち
と
フ
ェ
ー
ス
・
ツ
ー
・

フ
ェ
ー
ス
で
情
報
を
交
換
す

る
。
そ
こ
で
得
た
情
報
を
ま
た

別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
検
証

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抱
え
る

問
題
の
解
を
見
つ
け
、
自
ら
の

経
営
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
と
信
じ
て
お
り
ま
す
」

　
―
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
全

国
の
ク
ラ
ブ
で
も
歴
史
が
古
い

ク
ラ
ブ
で
す
ね
。

　
「
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
１

９
５
５
年

月
に
発
足
し
て
今

年
で

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

会
の
設
立
以
来
、
常
に
時
代
に

即
応
し
た
組
織
に
軌
道
修
正
し

な
が
ら
発
展
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。い
つ
の
時
代
で
も
中
堅
中

小
企
業
経
営
者
が
必
要
と
す
る

問
題
点
を
と
ら
え
、
講
演
会
、

研
究
会
、
工
場
見
学
会
、
他
ク

ラ
ブ
と
の
交
流
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
時
々
の
情

報
を
提
供
し
て
会
員
の
皆
さ
ま

の
経
営
に
役
立
つ
よ
う
な
事
業

を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
」

　
―
傘
下
に
支
部
組
織
を
持

ち
、
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
本

体
の
ほ
か
、
支
部
と
し
て
、
女

性
部
会
、
東
東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
会
、
城
北
産
業
人
ク
ラ

ブ
、
東
京
産
学
交
流
会

通
称

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス

、
そ
し
て

昨
年
誕
生
し
た
多
摩
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
五
つ
の
組
織
が
あ
り
ま

す
。
女
性
部
会
は
、
製
造
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
の
女
性
経
営
者
ら

約

人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

２
カ
月
に
１
回
、
著
名
人
ら
を

講
師
に
迎
え
て
経
営
者
の
資
質

を
高
め
る
た
め
の
勉
強
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
京
産
学

交
流
会
は
、
産
学
交
流
を
目
的

に
、
企
業
に
加
え
て
大
学
・
研

究
機
関
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

会
員
企
業
の
製
品
開
発
、
技
術

向
上
、
地
場
産
業
の
発
展
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
芝
浦

工
業
大
学
、
東
京
都
市
大
学
、

東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門

学
校
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
本
体
の

活
動
と
合
わ
せ
て
、
支
部
と
協

力
し
な
が
ら
会
員
に
役
立
つ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
引
き
続
き
提
供
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
」

・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち
特
集

広域間交流事業に力
（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ２月２５日 金曜日 　　


